
                        

○
…
「
戦
後
史
の
正
体
」
（
孫
崎
亨

著
・
創
元
社
刊
）
、「
日
米
地
位
協
定
入

門
」（
前
泊
博
盛
編
者
・
創
元
社
刊
）
を

読
ん
で
様
々
な
問
題
点
が
見
え
て
き
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
「<

戦
後
再
発
見>

双

書
」
の
企
画
・
編
集
責
任
者
で
あ
る
矢

部
宏
治
氏
自
ら
筆
を
執
っ
た
ー
日
本
は

な
ぜ
、「
基
地
」
と
「
原
発
」
を
止
め
ら

れ
な
い
の
か
ー
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
刊
、
が
刊
行
さ
れ
た
。 

○
…
最
近
の
安
保
法
制
問
題
で
政
府

が
引
き
合
い
に
出
す
「
砂
川
裁
判
」
最

高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
最
高

裁
判
所
長
官
が
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
か

ら
指
示
と
誘
導
を
受
け
な
が
ら
在
日
米

軍
の
権
利
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
判
決

を
書
き
、
在
日
米
軍
の
治
外
法
権
状
態

が
確
定
し
て
し
ま
っ
た
。
以
来
、「
統
治

行
為
論
」（
高
度
な
政
治
的
問
題
に
つ
い

て
は
最
高
裁
は
憲
法
判
断
を
し
な
い
で

よ
い
と
す
る
考
え
方
）
が
日
本
で
は
定

着
し
、「
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
群
」が
「
憲

法
を
含
む
日
本
の
国
内
法
」
よ
り
上
位

に
位
置
す
る
形
が
確
定
し
て
し
ま
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
安
保
法
体
系
が
日
本
の
国
内

法
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
で
戦
後

日
本
が
運
営
さ
れ
て
き
た
、
と
矢
部
氏

は
指
摘
す
る
。 

○
…
日
本
の
空
が
米
軍
に
支
配
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
と
突
飛
に
聞
こ
え
る

が
、「
最
低
高
度
」
や
「
制
限
速
度
」「
飛

行
禁
止
区
域
」
な
ど
航
空
法
の
定
め
が

米
軍
機
に
は
「
適
用
除
外
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
「
日
米
地
位
協
定
と
国
連

軍
地
位
協
定
の
実
施
に
と
も
な
う
航
空

法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
で
決
ま
っ

て
い
る
と
聞
く
と
、
治
外
法
権
状
態
が

腑
に
落
ち
る
。 

○
…
二
〇
〇
四
年
の
沖
縄
国
際
大
学

へ
の
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
の
際
、
米
兵

が
直
ち
に
事
故
現
場
を
封
鎖
し
た
テ
レ

ビ
画
面
を
覚
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
米

軍
は
日
本
の
警
察
な
ど
の
立
ち
入
り
を

拒
否
す
る
法
的
権
利
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
、
日
米
行
政
協
定
に
よ
る
取
り
決

め
で
、「
合
衆
国
の
財
産
に
つ
い
て
、
捜

索
、
差
し
押
さ
え
、
ま
た
は
検
証
を
行

う
権
利
を(
日
本
国
は)

行
使
し
な
い
」

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
米
軍
基

地
内
だ
け
で
な
く
、
事
故
が
起
き
れ
ば

ア
メ
リ
カ
政
府
の
財
産
が
あ
る
場
所
は

一
瞬
に
し
て
治
外
法
権
エ
リ
ア
に
な
る

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
北
海
道
内
で

も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
。 

○
…
最
近
の
安
保
法
制
問
題
を
考
え

る
時
、
改
め
て
終
戦
前
後
の
国
内
外
の

状
況
、
憲
法
制
定
の
経
過
と
内
容
、
冷

戦
と
そ
の
後
の
世
界
情
勢
を
考
え
、
そ

し
て
何
よ
り
、
日
本
は
ど
ん
な
国
を
目

指
し
、
ど
ん
な
安
全
保
障
体
制
を
構
築

す
る
の
か
、
冷
静
な
議
論
が
必
要
だ
と

痛
感
す
る
。 

○
…
大
西
洋
憲
章
、
ダ
ン
バ
ー
ト

ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
、

国
連
憲
章
、
日
本
国
憲
法
の
一
連
の
流

れ
の
中
で
大
戦
後
の
枠
組
み
、
世
界
秩

序
構
築
が
目
指
さ
れ
た
が
、
共
産
主
義

の
台
頭
・
冷
戦
は
世
界
平
和
構
築
の
理

想
を
変
容
さ
せ
、
今
や
テ
ロ
と
い
う
新

た
な
脅
威
も
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
日

本
は
今
も
国
連
憲
章
の
「
敵
国
条
項
」

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
「
敵
国
条
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項
」
に
位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
ド
イ
ツ

に
対
し
て
は
「
敵
国
条
項
」
は
死
文
化

さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
は
長
く

苦
し
い
戦
略
的
な
外
交
努
力
の
末
、
戦

後
４
９
年
目
に
し
て
本
当
の
意
味
で
の

独
立
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
憲
法
改
正
に
よ
っ

て
米
軍
の
完
全
撤
退
を
果
た
し
、
そ
の

後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
主
権
下
で
米
軍
駐
留

を
認
め
て
い
る
。 

○
…
本
書
で
は
原
発
問
題
に
つ
い
て

も
日
米
原
子
力
協
定
の
存
在
か
ら
、
脱

原
発
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
の
了
承
が
な
い

と
日
本
の
意
向
だ
け
で
は
や
め
ら
れ
な

い
ー
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
週
刊
金
曜

日
」
に
は
弁
護
士
の
異
論
が
載
っ
た
の

で
、
こ
の
指
摘
が
正
し
い
か
ど
う
か
直

ち
に
判
断
が
つ
か
な
い
が
、
日
米
原
子

力
協
定
抜
き
に
脱
原
発
は
考
え
ら
れ
な

い
。 ○

…
敗
戦
、
終
戦
処
理
で
は
天
皇
の

存
在
も
大
き
い
。
歴
史
を
直
視
す
る
こ

と
は
、
見
た
く
な
い
こ
と
も
見
、
考
え

た
く
な
い
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
き
ち
ん
と
見
て
こ
な
か
っ
た
結

果
が
、
今
回
の
安
保
法
制
の
混
乱
を
招

い
て
い
る
と
感
じ
る
。
戦
後
史
を
見
直

す
の
に
本
書
は
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
。 

 
 


